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動物病院を受診 した家庭で飼育されているイヌ 58匹について、血清生化学的に脂質代謝異常のある 7夕 1

をlin出 した。その 7夕Jに対 し健康補助食晶である樟芝粉末製斉Jを 5日 間与え、脂質代謝への影響を血清生化

学的な面より検討 したが、投与前後における検査値に変化は得 られなかった。更に、その中の 1伊1について

25日 間の追跡調査を行った結果、中性脂肪の値が投与終了後に 42%減少 していたことから、樟芝は中性脂

質代謝に影響を与える可能性が推察された。今後、投与期間や投与量などの研究が必要 と考えられた。

‐AttStぬむtl

跳re exanlined the blood biocheHlical test on 58 out‐ Patient dogs which visited DttLCヽ
reterinary Clinic

(L「shiku city,Ibaraki)for constlltation.The seven cases urere selected based on the reason that those

dogs ttFere suspected of disorder of lipitt metabolism. Those seven dogs were treated with Sho― shi

(Antrodia Camphorata)prescribed as health food supplement br investigating the ettcacy of it on the

lipid lltetabttlism.As the result,現 re did not ttnd any special changes in the laboratory test data in the

seven dogs ttrhich ttrere treated恥「ith tlle Sho¨ shi for consecutive nve days. In one case,hottrever, thc

serul■■triglyceride levels decreased abOut 42%:after the followと up survey for 2跳「eeks treatlnent of it.This

suggestett that Sho… shi rnight afect triglyceride inetabolis〕 匪l potentially.It follours fronl these interesting

results that further researches are reqtlested in order ttt eltlcidate the dose ttnd the adttlinistration period

of it in the future.

* * *

Key Ⅵ′ortts i dietary supplement,Antrodia camphorata,dogs,lipid lnetabolism,Trigriceride,hyperlipidenlia
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願議論文

はじめに ;

近年我が国において、家庭で飼育されているイヌ

やネコの脂質異常症や肥満が問題視されてきてい

るの脂質異常症は動脈硬化、糖尿病などの生活習慣

病の主国と考えるれている。脂質異常症仰臨床治療

にまよスタチンなど多く鈴薬物が使用されている。一

般にキノコの脂質に対する報告をま少ないが、数種の

キノコには抗高脂血症作用が認路られている
1)~つ
。

樟芝はクスノキ科の学名 Antrodia camphoFate(日

本名ベニクスノキタケ)で台湾に舎み自生している

多年生植物である。樟芝の薬理作用には、抗炎症
粉

~D、
抗酸化

H)'0、
抗腫瘍活性

り'1°、肝障害要「制作

用
D'°
などが報告されているが、脂質代謝に関す

る報告はない。そこで今回我々lll、 イヌの高脂血症

治療において健康補助食晶である樟芝の有効性を血

溝生化学釣に検証することにした。



脂質異常症の家庭犬に対する樟芝の有効性の検討

材料お よび方法 ;

樟芝培養菌糸体乾燥粉末 (商品塩 :Hepakept樟

芝菌糸体カロエ食晶)は株式会社代替医療研究機構 (東

京都中央区)よ り提供され.た。

最初に、日常的に動物病院を受診した家庭で飼育

されてしヽるイヌ 58例 を無作為に選択し、脂質代謝

異常を疑う症夕1を抽轟するために常法により採血し

たヘパリン血を日立生化学自動分析装置 (7020)を

用いて血清生化学的検討を行っ走G

次に、上記血清生化学的検査結果から、58伊」のう

ち血_液生化学的に脂質代謝異常を疑う症例 7伊jを抽

出し、樟芝の脂質代謝に与える影響を検討した。樟

芝は、300 1ng/kgを 1_日 1回 5日 間内服し、樟芝投

与前と投与後 6日 藝に採血し、総コレステロール、

中性脂肪、リン脂質の値を比較検討したc更に、脂
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58症例をスクリーエングにかけ、その生化学検査

値から脂質代謝異常を疑う症夕Jを絞り込んだ。生化

学試験結果をTable lに示した。

肝臓疾患を反映するALT,AST,GGTな どには特
に高値を示す症例は見当たらなかった。一方、TG

では 200 mg/dLを 超える夕Jが 58例中 0例 (15。 5%)、

PLでは300 mg/dLを 超える例が58例中50夕 1(86.2%)

であった。また、T―CHOに おいては、250 mg//感 L

を超えた例は 58夕」中 2つ 例 (50.〇%)であったc

2)脂質異常症例における樟芝¢投与試験結果
上記の結果から、TG値、PL値、T―CHC値のい

ずれも正常範囲を迫脱した 10例 を脂質代謝異常の

疑いありと判断した。そのうち、健康補助食品の投

与試験に積極的であった 7例 を樟芝の投与試験の対

象夕Jと して選択したc Table 2に その一覧を示したc

樟芝の投与試験 iま上記 1)のスクリーニング調査

とは別の日程で実施された。樟芝末 iま、30G ttg//kg

で 1日 1回、 5日 問連続投与した。いずれの症壼じで

も、樟芝投与開始日はay l)お よび投与最終日{day 5)
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Figrl  The n∪ mber according to the kind of dogs Ottered for an examination,

質代謝異常を疑う症例 7例のうち、追働(調査が可能

であっと 1例につき、上言己5日 問の投与試験とは利

に、改めて樟芝末を300魅 g′/kgで 1日 1回 7日 間内

服させ、投与後 20日 までの総コレステロール、中

性脂肪、リン脂質の経時的変化をオ食討したc

結果 :

霧)血液生化学検査結果

試験に供した症夕1は、動物病院を受診したうち、

無作為に抽出した家庭で飼育されているイヌ 58頭

であった。Fig。1に示す通り、大種別で|ま ミニチュア e

ダックスアンドが 8頭で最も多く、次しヽで雑種、シー

ズー各7頭であった。年齢別で見てみると、平均 7.轟

±3.84歳であったc性層[では、非不妊のオス・メス

が全体の約 90%を 占めていたc

-3-



日本伝統獣医学会誌 Vol.21′ No、 1

Table l  懃estllts of担 aboratoty analysis o隣 覇◎錦estic Oogs.

畷調/血簸生牝寧
畿難《鶏躍輔 }

零鞠   療機
血轍値 (翁鶴翻ゲdL)

総覇白 (丁Pヴ dヒ )

アルプミン (Aル ゴdL〕

ゲ回プリン (31bゲぽL)

アスバラギン難アミノトランスフェラーぜ (AL7餌 |けた)

ノラニンノミノトランスフェう一ぜ (AsWGOT郎ノL)

アルカリフォスファターぜ 伊Lコ :い亀)

ガンマグルタミルトランスフェラーぜ 縫て訂:辱ノL)

総ピリルピン (丁 -3il訂{ンd担 )

総コレステ爾―ル (T‐Oho mげ d証)

中性話訪 (TG鉛ヴdL)

鶏イシンアミノペプチダーゼ (拶 PゝI∪た〕

リン鷲識 (請盤静ヴd駐 )

尿素事素 (3∪ N船ジdけ

クレアチニン (cre帥蜘 ヒ)

尿殿 〔霧A船ヴdけ

クレアチニンキナーぜ (cPK]∪λ〕

乳鰻競水繁翼驚 (覆陶 1彗た)

C反応性蛋塾 (cRP難げdL)

カサウム (K鉾匿ザL)

ナトラ争ム (鐸a鋼髪弱

ク闘―ル (CI鞍転げ堕)

:◎4『9   15731

6.35     1.75

3_2③     O.41

3.15     034

59.l⑬    37 34

35.45    12_79

嗜ア2     6_66

7_l①    ll ll

O_0弩     ③_Oo

277^26   123_27

127.21   117.12

0.O⑬     増69

492.71   15348

1031     0_65

0.31     0_36

058     0_35

192.35    93.33

87_47    73_58

0_32     ⑬.34

570     導90

147.6櫓      9.32

95.30   25.30

Table 2  The Orofiles of S社 o… shi adRli∩ istered dogs.

sex age BCS
PL

(mg/dL)

TCH
(mg/dL)

TG
(mg/dL)

NIedical

history

TP―03045… 1

TP―03045-2

TP―03045-3

TP-03045-4

DC…05541

DC-05950

DC―O0610

♀

♀

♀

♀

(♀ )

♀

♀

5

4

5

5

8

12

4

452

460

519

583

664

874

763

218

272

306

319

486

408

520

82

104

146

331

563

195

268

NO
NO
NO
NO
Utertls

empyel■ a

NO
NO

fu{ean

SD

(BCS:Body Condition Score)
DC― 05541 dog:antifertility operation

6.1

2.9

3.4

0,7

587.O

118.6

361.6

113.1

241.3

157.2

Tabie 3  巨暫ect of Sho― shi extracts O∩ the serり m liOld leveis in ttogs,

Day O Dav 5

T―CHO(mg/dL)

TG(mg/dL)

PL(mg/dL)

562.6±  37.1

287.4 ± 42.2

186.O± 72.6

583.4 ± 45。4

313.3± 52.○

246,7 ± 58.2

Sho― shi extracts were adΠ linisterd Orally once a day fOr cOnsecutive 5 days,

Each values represent the mean± s.E。 (N=7)

-4-



脂質異常症の家庭犬に対する樟芝の有効性の検討

で常法により採血し、PL値、TCho値、TG値をもっ

て比較検討した。結果をTable 3に示した。

樟芝 5日 間連続投与前後における血清脂質値に影

響は見られなかったc

また、今回我々は、更なる追跡調査が可能だっ走

症例 #DC―05541に ついて、前述の 5日 間投与とは

別の日程で 7日 間の樟芝投与試験を行った。樟芝は

300 mg//kgで 1日 1回 7日 問山服した。投与前 5日

考察 :

ヒトにおける高脂血症は、コレステロール、中性

脂肪などの血清濃度の上昇という問題以外に、動脈

硬化症、脳血̂管障害、心血管などの血管病変の主要

な因子と考えられている。また、高脂血症を呈す症

例では肥満を伴う場合もあり、肝蔵、腎臓における

物質代謝機能に著しい障害を与えている可能性があ

る。更には、感染症を伴う場合などでは、免疫力が

低下し生命全体に悪影響を与えることもある。
]7).18,

今回我々は、イヌの高脂血症治療における健康補助

食品の樟芝の有効性に関する研究を最終目的とし、

先ず、日常的に動物病院を受診したイヌを対象に、

血液生化学検査により脂質代謝異常の症例を抽出し

たc試験に供されたイヌのうち、脂質に関する検査

項目が高値を示した症例はそれぞれ中性脂肪 (TG)

イ直200mg/幾L以 _上 が 1_5,5%、  1リ ン月旨質 (PL)値

300mg/dL以 上が 86。 2Cl。、総コレステロール (T_CHO)

日、投与開始日、投与後 7日 日、14麗 日、21霊 目に

おける TG値、PL値、T―CHO値の経時的変化を検

討したc

結果をFig.2に示しダたc PL値および T―CHO値に

関しては樟芝投与後 7日 前前後及び経過観察中で顕

著な変化はなかったG一方、TG値は 7日 間の投与

終了2週間後では投与終了時よりも約42%減少したG

値 250mg/dL以上が 50.O%であった。また、Table 2

の結果から、脂質代謝異常を疑い抽出した 7夕Jにつ

いては、臨床的に太り過ぎ (BCS=4)あるしヽは肥満

(BCS=5)と 判断できたIIllは 2夕Jであり、改めて大

り過ぎあるいは肥満がそのまま脂質代謝異常の指標

になるとは限らない事を示唆していた。

一方、我々が脂質代謝改善機能を期待して用いた

健康補助食品である樟芝は台湾原産のキノコの 1種

で、様々な薬理作用が報告されている。Lin WCら
9は、2006年 にテットにおける囚塩化炭素による

肝障害に対する樟芝の有効性を報告している。それ

によれば、効果半J定の指標として用いたプロトロン

ビン時間の短縮や、血漿中アルブミンの濃度の上昇

などは、体重 l kg当 たり、樟芝 lg投与群で有意

な差があったとしている。また、Hsiatt Gら
20は
、

HepG2縄 胞を使った in vitro試験およびラットにお

ける国塩化炭素による肝障害モデルを使って樟芝の

1200

990

CO舎

傘○○ ア…………
……'´・……・
革源議
～……`~・~~¨‐・・…Ⅲ

碑黙曖

7
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症例僣黒雪が554導
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効果を検討しており、樟芝 2501■ lg/kgか ら1250mg/

kg投与群で濃度依存的に肝機能障害を抑制したとし

ている。

Song TYら は・ )、

樟芝により脂質の酸化が抑制さ

れる事を報告している、また、Yang HLら 場 により、

human low‐density lipoproteins(LDL)の 抗酸化作

用も確認されている。今回我々は、肝機能改善作用

を有する樟芝の脂質代謝への影響を期待して、その

効果の検証を家庭で飼育されているイヌで試みた

が、5日 間母投与前後では有意な脂質代謝への影響

は認められなかった。しかし、7圏 間の投与が可能

であった症夕1の結果、投与終了 2週間後の中性脂質

の値が 42%減少していたことから、樟芝は中静脂質

代謝に影響を与える可能性が示唆された。生化学値

は、採血時の環境、前回食事からの時間、晶種、そ

の個体の状態や持っている疾病など多くの要因によ

り影響があると考えられる。今回我々|よ、このよう

な環境因子は全く考慮せず試験に供される検体につ

いて、サンプリングを行った。樟芝投与後の中性脂

質の変化は、生理的現象であるか否かも含め、投与

量、投与回数、投与期間など考慮して、更なる研究

を実施する事で、脂質代謝の改善効果が明らかにさ

れるものと考える。
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